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足利市立西中学校みんなの心に輝く学校をめざして

みんなとは、生徒であり、保護者であり、地域住民であり、そして、教職員の皆様です。

西中を語る時、誰もが瞳を輝かせ満ち足りた気持になる。そんな学校を創りたい。そのため

に、まずは校長の考えをお知らせすることにします。

今回から何回かでお知らせする内容は、校長の心構えにしました。校長のあり方は、学校

の将来にまで大きく影響します。したがって、最初に取り上げましたが、この心構えは校長

だけに必要なことではないと思います。

◇意見を積極的に述べる職員の育成とその環境をつくる

積極的な発言を奨励すべきである。世の中には沈黙を美徳と捉えているような人も少なく

はない。未曾有の教育危機にあるこの時代に、疑問を感じても黙っていて発言しないのは、

世の中に不誠実を働いているのと同じである。積極的に発言していくことで、職員の能力は

引き出される。意見を述べたり聞く中で教育観（理念）も培われる。意見を表明できる環境

は、心の健康や安定に寄与することにもなり、活力あふれる職員を生み出す。したがって、

たとえ間違っていると思える意見でも、意見は意見として尊重すべきであるし、発言したこ

とによって発言者の不利益となるような対応は絶対にしないことである。

ゆとりのもてる職場をつくる◇

教職員には十分な能力がある。難関な採用試験に合格してきた教職員の力に、疑問との声

を聞くこともあるが、私の経験では、教職員の力を引き出せない、活かしきれないがための

批判が大半と感じている。目の前に障害物を置いておき、後から尻をはたいても効果は上が

らない。能力を十分に発揮させるためには、障害を取り除くという観点からの実践や配慮が

。必要である。なかなか解決できない問題も、ゆとりのある職場なら程なく解決できる

後輩を育てる考え方を進める◇

学校を動かす（機関車役）のは若い教職員である。後輩がやりやすいようにさり気なく力

を出す。仕事を押しつけない。それが年上の務めでもあり、自分を向上させていくという考

えを浸透させていくことが大切である。残りの教職人生もあとわずかといった年齢に達し、

自分のことが終わればそれで終わりではさびしい。高給をもらう価値がない。

威張ってはならない◇

立場や年齢が上の人に、異を唱えることができる職員は少ない。また、できにくい雰囲気

を教育界から払拭できたわけではない。したがって、威張ってはならない。威張る人には、

いじめ問題の解消を語る資格はない。

人を命令で動かさない◇

連合艦隊の司令長官、山本五十六の言葉に 「やって見せ、言って聞かせてさせてみて、、

ほめてやらねば人は動かず」がある。軍隊は命令で動く世界である。海軍の頂点に立った人

物が、人は命令では動かないと言っているのである。校長は全国で４万人を越える。そんな

存在の校長が、命令で人を動かそうとするなどは、誠におこがましいことである。
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交流（連携）を深める◇

学校のために地域や保護者がいるのではない。生徒や保護者、地域のために学校がある。

教職員は世間知らずとの批判も時に聞くことがあるが、保護者や地域の方との交流を進めて

いくなら、そのような批判はなくなるだろう。我々は、教職に就いているからこそ多くの人

たちとこのように触れ合える、と交流を深めることが必要である。私は練習試合の時等、半

分は生徒を指導していたが、半分は保護者とよもやま話をしていました。この時間は実に楽

しい時間でした。

学校経営方針等を知らせる◇

開かれた学校づくりの目指すところは教育改革にある。いつでも気軽に学校に立ち入れる

等といったことは開かれた学校づくりの誤解である。学校の意志を保護者や地域にきちんと

説明する。学校がもっている各種の情報を可能なかぎり発信し学校理解を進めていく。保護

者や地域の願い等が、学校運営や教育活動に活かされることが開かれた学校づくりなのであ

る。西中の目指していることを保護者や地域が全く分からないようであれば、西中は開かれ

た学校とは言えない。

現場からの教育改革◇

教育界の声は教育界外に発してこそ、教育効果が上がることもある。青少年を取り巻く不

健全な環境を改善したり、健全育成のために見直していかねばならない問題は数多い。その

ためにも、教師は沈黙してはならない。青少年がポルノ雑誌等を平然と見られる状況を放置

し、一方で青少年に性道徳を説いても意味はない。これからはマスコミ関係者を避けるので

はなく、むしろ取り込み、行政等を動かしていくことが必要である。心の荒廃が叫ばれて久

しいが、時間はかかっても教育改革を進め、教育環境を整備していくことが大切である。

日常の教育活動を充実する◇

信頼が得られてこそ協力も得られ期待もされる。期待される学校には建設的な意見や要望

も届く。まず日常の教育活動を充実し、保護者や地域の人達が、学校のために役に立とう、

という気持ちになっていただけるようでありたい。当たり前のことが当たり前に行われる着

実な取り組みが大切である。

本音と本気◇

、 、いじめ解消のためには 何が何でも解消するという強い意志と毅然とした対応が大切だが

自信をもって、信念をもって、混乱や批判にも動じない教育活動の展開が期待され求められ

ている。そのためにも、研修や会議等が本音で語り合われるようにならなければならない。

課題・問題を先送りするようでは、教育の荒廃も極まる状況になってしまう。青少年等の引

き起こす問題に、心の指導を指摘する声は多いが、本気（心）でやらなくては人の心は響か

ないし動かない。


